
1992 年京大後期理□6  
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4 点 DCBA ,,, は、この順に 1辺の長さ 2の菱形をなしている。 

次に、 01 1  aaADAB より 
2


 BAD  四角形 ABCDのすべての角は、直角である。 

以上により、4点 DCBA ,,, は、この順に 1辺の長さ 2の正方形をなしている。(証明終) 

 

(2) 

平面 0x は、四角錐 ABCDO  の頂点Oおよび底面の 1つの頂点D を通る。 

辺 AB上の点は、 10  t として、




























































 

t

ta

at

a

a

tABtOA

1

1

1

11

1

1
11 と表せる。 

0x のとき 01  at  1 at  平面 0x と、辺 ABの交点を E とすると 512 1  aAE  

21 , WW の体積比は、三角形 ADEと四角形 EBCDの面積比に等しい。 

三角形 ADEの面積は 51)51(2
2

1
  

四角形 EBCDの面積は )51(555)51(4   

求める体積比は 5:1: 21  WW  ……(答) 


